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①年間を通して運動に親しむ機会を多く設けるとともに、児童一人一人にできる喜びを感

じさせられるよう、学年や能力の発達段階に応じた場の設定を行う。

②体育委員会を中心として、児童が楽しく、進んで外に出て活動できるようなスポーツ大

会などの行事を設ける。

③教科体育の充実を図るために、実技研修や体育教員とのT・Tなどを行い、教員の指導

力を高める努力をする。

1年間を通した運動機会の充実
（1）業間活用
　①水曜日のみどりタイム（清掃なしのロング昼休み）、ふれあいタイム（木・金の始業前

朝の活動）を縦割り班や学年ごとに活用し、楽しく体を動かす機会を設ける。

　②校内持久走大会に向けて、約2週間業間休みを利用して全児童が校庭に出て持久走の

練習を行う。音楽を流したり、走り方のアドバイスを行ったりして意欲を高める。

　③12月の昼休み約2週間を利用して、なわ跳び教室を実施する。日ごとに種目を決め目

的に応じて練習ができるように工夫する。

（2）放課後練習　
　市の水泳大会、陸上大会に向けて、高学年の希望者が放課後練習を行うが、大会に参

加する児童だけでなく、全児童に参加を呼びかけ、能力に応じた個別指導を実施する。

2体育委員会の活動の充実
（1）クラス対抗ドッジボール大会
　学年差に応じてハンディキャップ（投げ方・コートの大きさなど）を付け、全学年が楽

しく取り組めるようにする。

（2）長なわ記録会
　低、中、高学年ごとにルールを変え、学年に応じた目標設定ができるようにする。

　クラスの実態を考慮し、あえて競わせる大会にせずに行う。

3体育指導の充実
　教員の体育指導力の向上が、子どもの運動好きの増加や体力向上につながると考え、体

育実技研修会の実施、種目のアドバイスカードの配付、体育教員を含めたT・Tの実施な

どを行う。

①「体を動かすことが好き。」という児童を増やすことをねらいとして、児童が意欲的に活

動できるような機会や場の設定の工夫をした。

②できた喜びが次へのチャレンジの意欲につながると考え、個々の能力や発達段階に応じ

た指導・支援の工夫を行った。　

①	クラスという集団で行うことが多いため、友達どうしで声をかけ合ったり、協力し合っ
たりする姿もみられ、学級経営にも役立った。

②	ドッジボール大会に向けてクラスで毎日練習を行うなど、全員が進んで外に出て運動す
るようになった。

③	ルールや決まりを守ること、友達と協力することなど、道徳面でも効果があった。
④	水泳教室には年々参加者が増えるようになった。

発達段階を考慮に入れた
特別活動等の工夫	
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小学校

ボール運びリレー

みどりタイムを活用しての縦割り班遊び

ドッジボール大会

意識調査

全児童新体力テストで能力・意識調査を行う

体育委員会が企画したドッジボール大会

校内持久走大会水泳教室

レベル別に分けて個々に応じた指導を行う 大会に向けて毎日業間を利用して練習を行う
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